
別紙 

令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 福島県 】 

学校名【 郡山市立安積第二小学校 】 

１実践テーマ Ⅲ    ･   Ⅳ   

２実施対象者 

 

（学年 ･人数） 

 

５年 ６３名 

 

６年 ６６名 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（   道徳   ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

「障がいや国境を越えた 

他者を理解する心情の育成」 
  

５ 取組内容 ５年生 道徳 「国際理解」 

 「ホストタウン相手国を知る出前授業」 

１ 日時  

令和２年１２月７日（月）３校時５の１、４校時５の２ 

２ 内容 

  郡山市と「鯉」の養殖などで縁のあるハンガリーは水泳競技

において郡山市をホストタウンとしている。福島大学に留学し

ているハンガリー人女子留学生２名とＺｏｏｍをとおして交

流した。ハンガリーのことを紹介してもらったり、子どもたち

からの質問に答えてもらったりした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

６年生 道徳「他者理解」 

 「ゴールボール体験」 

１ 日時 

  令和２年１２月７日（月）５校時６の１、６校時６の２ 

２ 内容 

  福島県障がい者スポーツ協会の丸山内氏の指導のもと「ゴー

ルボール」の体験を行った。体育館で実際にアイマスクをして

ボールをキャッチする活動を行った。 

視覚障がいへの理解を深めるとともに、パラスポーツへの興味を

もたせることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

○ハンガリー人留学生との交流では、遠く離れた異国の文化を写

真で紹介してもらい、町並みの美しさや異文化を知る面白さを感

じることができた。 

○ゴールボール体験では、実際にアイマスクをして音だけを頼り

にボールをキャッチする活動を体験した。視覚障がいへの理解を

深めるとともに、パラスポーツへの興味を高めることができた。

東京パラリンピックでもゴールボールをテレビで見てみたいと

いう感想も見られた。 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

○留学生との交流では、事前に子どもたちから質問したい事項

について大学にお伝えし、答えをあらかじめ用意しておいても

らった。 

○郡山市の国際政策課に留学生と福島大学のコーディネーター

役をしていただいた。事前の打ち合わせも福島大学と国際政策

課と本校をＺｏｏｍでつないで行った。 

○ゴールボール体験では、郡山市のスポーツ振興課に講師依頼な

どのコーディネートをしていただいた。ボールやアイマスクなど

の道具も準備していただき、学校として非常にありがたかった。 

 

８主な課題等 ○ハンガリー人留学生との交流は、コロナ禍のためＺｏｏｍをと

おして行ったが、実際に目の前で見たり、聞いたりする活動をさ

せたかった。 

９来年度以降の

実施予定 

○事業としての活動について次年度は辞退する予定であるが、校

内においてオリンピック・パラリンピックに向けて子どもたちの

スポーツ（オリンピック競技、パラリンピック競技）への関心を

高めるようにしていきたい。 

 

 


